
Goal: G_5 

システムは障害
診断ツールで
障害を監視する 

Goal: G_1 

システムは高可用性
である 

Context: C_1-1 

我が国の証券市場の中心を担う重要なシステムであ
ることから、障害に対するシステムの信頼性を最高
度に高める仕組み、施策を講じる 

Strategy: S_1 
ハードウェアが障害となっても、 

余裕をもってシステムを動作可能とする。 
障害後の処置状況は確認する 

Evidence: E_1 
ハードウェアは3

重化し、動作は定
期的に確認 

Goal: G_4 

ハードウェア
は3重化する 

Goal: G_6 

システムが障害と確認
した場合は、正常系に
自動切り替えする 

Evidence: E_2 

システム構築時の
試験は定期的に実施 

Goal: G_2 

ハードウェアは３重化し、障害
ハードウェアは自動診断し、シス
テムが自動で正常ハードウェアに
切替える。 

Context: C_2 
99.999%以上の可用
性の確保を目標 

Goal: G_13 体制 

障害発生時、業務影響
の可能性がある場合は、
ITサービス部、IT開発部、

経営陣、運用ベンダーが
一体で動ける体制とする 

Evidence: E_3 

体制として役
割を明確化 

Goal: G_11 

システム運用を継続的に
行う 

Strategy: S_12 

障害発生に備え、取引所全体での体制、手順を確立するととも
に、システムの自動切り替え機能、普及手順の継続監視、高
信頼な製品調達を行う 

Goal: G_14 確認

手順、確認項目の
明確化 

障害事象ごとの対
応内容、アクション
リスト、連絡ルール
を明確化する 

Goal: G_15 障

害時のシステム
機能 

復旧手順を常に
確認する 

Evidenc
e: E_10 

確認手
順の整
備 

Evidence: 
E_9 

訓練の継
続実施 

Context: C_12 

全役職員が分担連携し、時間帯を問わ
ず、常時運用に向け、職務を遂行でき
る施策と実行可能性を確認可能とする 

Goal: G_100 

T証が提供する市場サービスは我が国証券サービスとして業務を
継続（継続運用、影響の最小化、説明責任の全う） 

Context: C_111 

T証提供のデリバティブ市場、現物市場及びＴｏＳＴＮｅ
Ｔ市場の３サービスの注文データの流れを踏まえた業
務継続の施策を講ずる 

Context: C_10 

システムの信頼性を過信ぜず、当取引所の全役職員一
丸となって市場の公正性・信頼性の回復に向けた不断
の努力を行う 

Strategy: S_100 

我が国の証券市場の中心を担う重要なシステムであることから、３サービスの取引停止につながる
可能性の観点から機器の切替えが正常に機能しない場合を想定し、取引所全体で継続的に未然防
止、影響の極小化を行う 

Goal: G_111 

障害発生を防ぎきれなくても影響を
極小化する 

Strategy: S_111 

注文等のデータの流れに沿って、取
引停止の可能性のある機器を洗い出
し、正常に機能しない場合の運用体
制を整備する 

Goal: G_113 

影響を最小化する障
害時運用プロセスを

整備 

Evidence: 
E_12 
訓練実施 

Goal: G_112 

製品選定基準を策定
する 

Evidence: 
E_11 

選定基準の
整備 
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Monitor: M_1 

障害監視ログ 
 

★ 
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Goal: G_16 

夜間の手順を保守要員、保
守ベンダ、経営層が一体と

なった手順とする 

Goal: G_21 

保守担当はシステムが正常
に動いているかどうか確認

する 

Goal: G_19 

影響が出る恐
れがある場合、
復旧処理を行

う 

Evidence: E_4 
ルールを作成 

Goal: G_20 

結果を取引
所保守担当
に報告する 

Evidence: E_5 
ルールを作成 

Goal: G_23 

影響が出る恐
れがある場合、
復旧処理を行

う 

Goal: G_24 

影響が出た
ら、経営陣に
報告する 

Evidence: E_8 

ルールを作
成 

Evidence: E_7 

ルールを作
成 

Monitor: M_18 

切り替わりの確
認の記録（ログ） 

Goal: G_18 

運用ベンダーが診
断結果を基に、切り
替わりを確認する 

Monitor: M_6 

切り替わりの
確認の記録
（ログ） 

Goal: G_22 

運用ベンダー
が診断結果を
基に、切り替
わりを確認す

る 

Context: C_1-2 
注文管理サーバ、ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞサーバ、情報配信GW、
参加者GW、市場管理サーバは“ミリ”秒の領域で高
可用である。取引記録サーバ、売買管理サーバ、DB
サーバ、問合せGWは秒の領域で高可用である。 

◆ 

Strategy: S_14 
時間帯毎の手順を明確にする 

★ 

Goal: G_17 

中間帯は従来度通りの手
順 
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主管部門 
▼：経営層 
◆：IT開発部門 
★：ITサービス部門 
  ：第３者機関など 

システム関係は開発部、 
運用関係はサービス部門、 
社会に対する責任の全う経営層が掌握する。 
実行可能性の検証は、第3者機関などを想
定した。 

T証券取引所の障害再発事例と再発防止策を元にしたD-Case 


